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研
究
所
に
関
わ
っ
て
四
〇
年
近
く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
歳
月
が
過
ぎ
去
っ
た
。
こ

の
三
月
末
に
同
朋
大
学
（
大
学
院
特
任
教
授
）
を
退
職
す
る
に
あ
た
っ
て
、
研
究
所

で
の
仕
事
、と
り
わ
け
調
査
と
収
集
し
た
史
資
料
に
つ
い
て
少
し
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

私
が
研
究
所
に
深
く
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
八
四
年
に
専
任
研
究
員

（
研
究
所
助
手
）
に
就
い
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
仕
事
始
め
は
河
野
門
徒
の
真
宗
寺
院

調
査
と
『
名
古
屋
別
院
史
』
編
纂
か
ら
で
あ
っ
た
が
、
継
続
し
て
行
っ
た
の
は
初
期

真
宗
遺
跡
寺
院
の
調
査
と
収
集
し
た
史
資
料
の
整
理
で
あ
っ
た
。
毎
年
、
七
月
末
か

ら
八
月
初
め
、
も
し
く
は
九
月
の
上
旬
に
二
泊
三
日
の
予
定
で
関
東
の
親
鸞
聖
人
遺

跡
寺
院
ヘ
出
か
け
て
い
た
。
東
北
の
福
島
・

仙
台
・
花
巻
、
甲
信
越
の
長
野
・
山
梨
・
新

潟
、
中
国
地
方
の
岡
山
・
広
島
方
面
へ
も
出

か
け
て
い
る
。

　

一
日
目
は
午
前
が
移
動
・
午
後
か
ら
一
か

寺
、
二
日
目
は
二
か
寺
、
三
日
は
午
前
一
か

寺
、
午
後
が
史
跡
踏
査
で
あ
る
。
い
ま
か
ら

考
え
る
と
、
か
な
り
強
行
軍
で
あ
っ
た
と
思

う
。
調
査
計
画
を
立
て
て
調
査
許
可
を
申
請

し
、機
材
を
準
備
し
て
事
前
に
送
っ
て
い
た
。

16
㎜
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
撮
影
機
を
分
解
し
、
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
ケ
ー
ス
に
入
れ
て

持
ち
歩
い
て
い
た
。
参
加
者
は
六
、
七
名
、
所
長
で
あ
っ
た
織
田
顕
信
先
生
が
御
住

職
と
お
話
し
な
が
ら
史
料
の
所
在
を
確
認
、
他
の
者
は
法
宝
物
の
掛
け
軸
な
ど
を
写

真
撮
影
と
採
寸
、
文
書
史
料
は
マ
イ
ク
ロ
撮
影
と
調
書
記
録
で
あ
る
。
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
、
と
に
か
く
所
蔵
寺
院
に
関
わ
る
も
の
は
で
き
る
だ
け
多
く
収
集
す
る
の

が
方
針
で
あ
っ
た
。

　

あ
ら
か
じ
め
法
宝
物
に
つ
い
て
は
調
べ
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
思
わ
ぬ
も
の
が
出

て
き
て
興
味
深
か
っ
た
こ
と
が
何
度
も
あ
る
。
水
戸
の
善
重
寺
や
稲
田
の
西
念
寺
で

は
、当
時
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
恵
信
尼
公
の
肖
像
画
が
出
て
き
た
と
き
は
驚
い
た
。

光
明
本
尊
や
先
徳
連
坐
像
な
ど
も
何
点
か
確
認
で
き
た
。
研
究
所
紀
要
七
・
八
合
併

号
（
一
九
八
六
年
）
の
「
真
宗
初
期
遺
跡
寺
院
資
料
の
研
究
」
は
、
第
一
次
報
告
書

と
し
て
の
成
果
で
あ
っ
た
。
ま
だ
『
真
宗
重
宝
聚
英
』
が
刊
行
さ
れ
る
前
の
こ
と
で

あ
る
。

　

調
査
は
楽
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
九
二
年
に
研
究
所
が
同
朋
学
園
か
ら
大
学

に
移
管
さ
れ
る
と
予
算
も
人
も
削
減
さ
れ
、調
査
も
思
う
よ
う
に
で
き
な
く
な
っ
た
。

私
も
二
年
後
に
専
任
を
辞
し
て
「
客
員
所
員
」
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
も
真
宗
寺

院
の
調
査
は
な
ん
と
か
継
続
さ
れ
、
現
在
、

デ
ジ
タ
ル
撮
影
以
前
の
ネ
ガ
・
ス
ラ
イ
ド
・

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
資
料
が
概
算
で
三
〇

万
点
も
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
調
査
し
た
寺
院

は
六
〇
〇
余
り
に
及
ん
で
い
る
。
今
後
、
収

集
し
て
き
た
資
料
の
保
存
と
デ
ジ
タ
ル
化
を

な
ん
と
か
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
非
常
に

多
く
の
調
査
費
用
と
人
的
労
力
で
収
集
し
て

き
た
、貴
重
な
研
究
所
の
知
的
財
産
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
を
活
用
し
て
研
究
が
展
開
さ

れ
る
こ
と
を
念
じ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

研
究
所
は
楽
し
い
研
究
の
場
で
あ
っ
た
。
人
が
集
ま
り
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
と
誰
か
が
教
え
て
く
れ
る
。
自
由
に
語
り
合
っ
て
刺
激
を
受
け
、
意
見
を
求
め
合

う
サ
ロ
ン
で
あ
っ
た
。
故
織
田
顕
信
先
生
、
小
山
正
文
先
生
、
故
渡
邉
信
和
さ
ん
、

小
島
惠
昭
さ
ん
、
青
木
馨
さ
ん
等
々
、「
仲
間
」
が
い
た
か
ら
研
究
で
き
た
と
思
う
。

研
究
上
の
「
御
同
行
・
御
同
朋
」
で
あ
っ
た
。
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〔
書
評
〕

◎
青
木
馨
著
『
私
が
生
ま
れ
て
き
た
訳
は
─
中
村
久
子
の
声

を
聞
く
─
』�

（
法
藏
館
、
二
〇
二
一
年
）

飯
田　

真
宏

　

は
じ
め
に

Ⅰ　

中
村
久
子

　

一
、
悲
母
観
世
音
菩
薩
像

　

二
、
中
村
久
子
と
い
う
人

　
　

1　

四
肢
切
断
か
ら
独
り
立
ち
へ

　
　

2　

四
婚
の
家
族
生
活

　
　

3　

障
害
を
乗
り
越
え
た
女
性
た
ち
と
の
値
遇

　
　

4　

仏
縁

Ⅱ　

蓮
成
寺
の
法
縁

　

一
、
一
枚
の
は
が
き

　

二
、
幼
い
頃
の
思
い
出
─
微
か
な
記
憶
を
た
ど
る
─

Ⅲ　

中
村
久
子
法
話
「
生
か
さ
る
ゝ
仕
合
せ
」（
抄
）

　

一
、
讃
題
─
西
条
八
十　

詠
「
ほ
ほ
え
み
」
─

　

二
、
私
は
い
つ
も
新
婚
旅
行

Ⅳ　

一
通
の
手
紙
─
尼
さ
ん
の
眼
病
を
治
し
て
あ
げ
た
い
─

　

一
、
遺
さ
れ
た
手
紙

　

二
、
花
山
勝
信
と
の
出
遇
い

Ⅴ　

宿
業
の
ま
ま
に
─
詠
歌
三
首
─

　

一
、
歌
に
託
さ
れ
た
こ
こ
ろ

　

二
、
慈
光
を
求
め
て

あ
と
が
き

　

こ
の
文
章
を
読
ん
で
い
る
方
の
中
、
そ
の
多
く
は
中
村
久
子
と
い
う
人
物
を
ご
存

知
の
こ
と
だ
ろ
う
。
病
気
に
よ
っ
て
四
肢
を
失
い
計
り
知
れ
な
い
問
題
に
突
き
当
た

る
も
、
そ
の
障
害
を
乗
り
越
え
て
懸
命
に
生
き
る
姿
は
様
々
な
書
物
や
テ
レ
ビ
な
ど

で
も
紹
介
さ
れ
、
数
多
く
の
人
に
生
き
る
力
を
与
え
て
き
た
。
た
だ
本
書
は
、
読
者

が
「
中
村
久
子
に
出
遇
う
た
め
」
で
は
な
く
、「
中
村
久
子
が
出
遇
っ
た
“
真
実
”

に
出
遇
う
た
め
」
に
世
に
出
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

　

著
者
の
青
木
馨
氏
は
、
中
村
久
子
は
「
妙
好
人
」
で
あ
り
「
信
仰
の
人
」
だ
と
言

う
。
し
か
し
そ
れ
は
、
自
分
と
は
一
線
を
隔
て
る
“
お
手
本
”
の
よ
う
な
人
物
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
。
青
木
氏
は
本
書
で
「
真
実
の
宗
教
は
真
に
人
を
救
う
、
と
い
う

言
葉
で
は
表
現
し
き
れ
な
い
境
地
を
示
し
て
い
か
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の

言
葉
通
り
、本
書
の
Ｃ
Ｄ
に
録
音
さ
れ
た
中
村
久
子
の
肉
声
か
ら
は
、 

一
貫
し
て“
念

仏
の
教
え
に
出
遇
え
”
と
い
う
願
い
が
響
い
て
く
る
。
絶
妙
な
間
を
取
り
な
が
ら
、

聞
き
取
り
や
す
い
言
葉
で
、
そ
し
て
何
よ
り
と
て
も
力
強
い
声
で
紡
が
れ
る
法
話
。

そ
こ
か
ら
は
、
ど
こ
ま
で
も
中
村
久
子
の
依
り
所
と
な
っ
た
、
換
言
す
れ
ば
、
中
村

久
子
を
し
て
中
村
久
子
た
ら
し
め
た
念
仏
の
教
え（
久
子
が
確
か
に
出
遇
っ
た
真
実
）

が
現
れ
て
く
る
。

　

ま
た
、
本
書
で
語
ら
れ
る
、
中
村
久
子
と
様
々
な
人
々
と
の
交
流
も
大
変
興
味
深

い
。障
害
を
乗
り
越
え
た
多
く
の
女
性
や
信
仰
に
生
き
る
念
仏
者
と
の
関
わ
り
合
い
、

ま
た
青
木
氏
の
御
父
上
で
あ
る
青
木
順
正
氏
に
宛
て
ら
れ
た
久
子
の
手
紙
な
ど
、
多

く
の
方
々
と
の
値
遇
に
よ
っ
て
、
中
村
久
子
の
信
仰
が
確
か
な
も
の
と
な
っ
た
こ
と

は
窺
え
る
。そ
う
し
て
確
か
な
も
の
と
な
っ
た
信
仰
は
ま
た
他
者
へ
と
響
い
て
い
く
。

　

私
自
身
、
特
に
興
味
を
惹
か
れ
た
の
は
、
ま
だ
子
ど
も
だ
っ
た
時
分
の
青
木
氏
と

中
村
久
子
と
の
出
遇
い
が
語
ら
れ
る
場
面
。
自
分
の
腕
先
を
少
年
で
あ
る
青
木
氏
に

触
ら
せ
る
久
子
、
そ
の
当
時
の
事
を
思
い
出
し
な
が
ら
青
木
氏
は
「
両
手
足
が
な
く

て
気
の
毒
な
方
と
い
う
感
じ
は
全
く
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
不
思
議
な
人
だ
と
い
う
よ

う
な
印
象
だ
っ
た
。
不
自
由
な
身
で
あ
り
な
が
ら
、
不
自
由
さ
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と

の
な
い
方
だ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
」
と
述
べ
る
。
中
村
久
子
の
肉
声
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
こ
う
い
っ
た
思
い
出
を
聞
く
こ
と
を
通
し
て
、
読
者
は
よ
り
身
近
に
中
村
久
子
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を
、
確
か
に
生
き
て
い
た
念
仏
者
の
存
在
を
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
『
歎
異
抄
』
で
も
説
か
れ
る
よ
う
に
、
念
仏
の
教
え
は
「
よ
き
ひ
と
」
を
通
し
て

の
み
伝
わ
る
も
の
で
あ
る
。
決
し
て
、
自
分
の
思
い
だ
け
で
掴
む
こ
と
な
ど
で
き
な

い
も
の
で
あ
る
。
中
村
久
子
の
生
涯
、
肉
声
、
姿
な
ど
を
通
し
て
、
読
者
は
久
子
が

出
遇
っ
た
も
の
が
確
か
な
“
真
実
”
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
本
書
は
二
〇
一
九
年
に
出
版
さ
れ
た
『
Ａ
級
戦
犯
者
の
遺
言
─
教
誨
師
・

花
山
信
勝
が
聞
い
た
お
念
仏
─
』（
法
藏
館
）
の
姉
妹
版
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
、
真

実
の
教
え
を
依
り
所
と
し
て
生
き
抜
い
た
念
仏
者
の
声
を
未
来
に
届
け
ん
と
す
る
、

青
木
氏
の
願
い
に
よ
っ
て
貫
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
最
後
に
付
け
加
え
て
お

く
。〔

研
究
所
新
収
史
料
に
つ
い
て
〕

◎
顕
如
判
御
文 

一
冊
（
袋
綴
）
縦
二
六
・
八
㎝
×
横
二
二
・
二
㎝　

墨
付
三
九
丁

　

末
尾
に
「
釈
顕
如
（
花
押
）」
と
あ
り
、本
願
寺
十
一
世
顕
如
（
一
五
四
三
─
九
二
）

が
証
判
す
る
御
文
（
蓮
如
が
著
し
た
消
息
形
式
の
仮
名
法
語
）
で
、
冒
頭
に
『
五
帖

御
文
』
の
二
帖
目
第
六
通
、
四
帖
目
第
十
二
通
の
二
通
、
そ
の
後
は
五
帖
目
の
全
二

二
通
を
収
め
る
内
容
で
あ
る
。

◎
准
如
判
御
文 

一
冊
（
袋
綴
）
縦
二
六
・
九
㎝
×
横
二
二
・
一
㎝　

墨
付
三
九
丁

　

末
尾
に
「
釈
准
如
（
花
押
）」
と
あ
り
、
西
本
願
寺
十
二
世
准
如
（
一
五
七
七
─

一
六
三
一
）
が
証
判
す
る
御
文
で
、
冒
頭
に
『
五
帖
御
文
』
の
二
帖
目
第
六
通
、
四

帖
目
第
十
二
通
の
二
通
、
そ
の
後
は
五
帖
目
の
全
二
二
通
を
収
め
る
内
容
で
あ
る
。

状
態
は
や
や
悪
い
（
ヤ
ブ
レ
）。

◎
良
如
判
御
文 

一
冊
（
袋
綴
）
縦
二
六
・
九
㎝
×
横
二
二
・
四
㎝　

墨
付
五
〇
丁

　

末
尾
に
「
釈
良
如
（
花
押
）」
と
あ
り
、
西
本
願
寺
十
三
世
良
如
（
一
六
一
三
─

六
二
）
が
証
判
す
る
『
五
帖
御
文
』
第
二
帖
で
あ
る
。
状
態
は
や
や
悪
い
（
湿
り
・

カ
ビ
）。
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◎
真
宗
聖
教
（
歎
異
鈔
・
御
文
）
版
木　

合
計
一
三
枚

　

近
世
後
期
～
明
治
期
の
も
の
と
み
ら
れ
る
貴
重
な
真
宗
聖
教
の
版
木
。『
歎
異
鈔
』

の
十
二
～
十
四
、
十
六
～
十
八
、
二
十
～
二
十
三
、
三
十
（
計
一
一
枚
）、『
御
文
』

五
の
三
十
二
・
三
を
入
手
。『
歎
異
鈔　

十
三
』
は
縦
一
五
・
七
㎝
×
横
二
二
・
五

㎝
×
厚
二
・
四
㎝
、『
御
文　

五
の
三
十
二
』
は
縦
二
三
・
九
㎝
×
四
一
・
九
㎝
×

厚
二
・
一
㎝
の
規
模
で
、
い
ず
れ
も
材
質
は
山
桜
と
み
ら
れ
る
。

版木『歎異鈔　十三』（第11通末・第12通頭）

版木『御文　五の三十二』（ 5帖目第21通）
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《
研
究
会
活
動
報
告
》

ア
ジ
ア
仏
教
研
究
会

武
田　
　

龍

開
催
日
：
1
／
17　

2
／
21　

3
／
23

参
加
者
：
玉
井　

威
・
武
田
龍
・
蒲
池
勢
至

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
る
混
乱
の
た
め
に
中
断
し
た
研
究
会
を
再
開

し
、
法
華
経
を
読
み
進
め
る
。

　

大
乗
仏
教
興
起
の
事
情
は
、未
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
目
下
の
関
心
事
は
、

大
乗
経
典
を
制
作
し
た
人
々
や
大
乗
の
論
師
と
い
わ
れ
る
人
た
ち
と
仏
教
サ
ン
ガ
の

主
流
と
の
関
係
で
あ
る
。

　

イ
ン
ド
仏
教
で
は
、
経
蔵
の
内
容
は
阿
含
で
あ
る
。
大
乗
経
典
を
経
蔵
の
内
容
と

す
る
サ
ン
ガ
が
存
在
し
た
と
い
う
報
告
は
な
い
。
僧
は
阿
含
を
学
習
し
て
仏
説
を
学

ん
だ
の
で
あ
る
。

　

如
来
所
説
（tathāgatena vutta

）
の
仏
語
（buddhavacana
）
が
仏
の
教
え

（buddhasāsana

）
で
あ
っ
た
。
仏
説
は
師
の
指
導
と
し
て
ま
ず
個
人
の
記
憶
の
中

に
保
存
さ
れ
、
次
の
段
階
で
サ
ン
ガ
の
記
憶
と
な
っ
た
。
仏
滅
直
後
に
行
わ
れ
た
第

一
結
集
は
、
各
自
が
記
憶
し
て
い
た
師
の
指
導
を
確
認
し
て
、
サ
ン
ガ
の
記
憶
へ
と

移
す
手
続
き
で
あ
っ
た
。
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
記
憶
さ
れ
て
い
た
師
の
言
葉
は
、

た
と
え
相
互
に
記
憶
の
齟
齬
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
個
人
へ
の
指
導
と
し
て
尊
重
さ

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
簡
潔
な
る
が
ゆ
え
に
、
個
人
の
事
情
を
離
れ
れ
ば
理
解

す
る
に
は
説
明
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
必
要
が
聖
典
の
成
立
を
促
し
た
。
言
葉
の
説

明
や
解
釈
が
付
加
さ
れ
、
初
心
者
に
も
わ
か
る
よ
う
に
説
法
の
由
縁
や
法
座
の
様
子

な
ど
も
描
写
さ
れ
た
。
す
る
と
聖
典
は
長
文
化
す
る
。
記
憶
し
や
す
く
暗
誦
す
る
に

便
利
な
文
学
形
式
が
採
用
さ
れ
、
形
式
に
よ
り
聖
典
は
分
類
整
理
さ
れ
た
。
い
く
つ

か
の
部
派
が
分
立
す
る
頃
に
は
、
サ
ン
ガ
は
聖
典
の
言
葉
を
尊
重
す
る
あ
ま
り
、
言

葉
に
捉
わ
れ
て
仏
説
の
真
意
を
見
失
い
が
ち
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
弊
を
克
服
す
べ
く
、
或
る
人
た
ち
は
新
し
い
経
典
を
作
り
仏
説
の
真
意
を
明

ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
。
こ
れ
が
大
乗
経
典
で
あ
る
。
主
流
派
は
一
顧
だ
に
し
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
仏
教
研
究
会
分
科
会

玉
井　
　

威

　

今
年
度
（
令
和
三
年
度
）
は
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
の
た
め
、
何
度
も
休
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
が
、
令
和
三
年
十
月
か
ら
研
究
会
活
動
を
再
開
し
た
。

　

分
科
会
で
は
「
ミ
リ
ン
ダ
王
の
問
い
」
を
読
み
進
め
て
き
た
が
、
そ
の
内
容
が
、

次
第
に
当
時
の
パ
ー
リ
仏
教
教
団
内
で
問
題
と
な
っ
た
や
や
些
末
な
問
題
に
、
終
始

す
る
き
ら
い
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
一
旦
こ
れ
を
休
止
し
、
そ
の
代
わ
り
、
仏
教
を

専
門
と
さ
れ
て
い
な
い
参
加
者
の
た
め
に
、
仏
教
（
パ
ー
リ
仏
教
）
の
教
義
を
わ
か

り
や
す
く
書
か
れ
た
論
文
（
カ
ル
ナ
ダ
ー
サ
氏
の
論
文
）
を
読
み
進
め
る
こ
と
に
し

た
。
翌
十
一
月
か
ら
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
造
詣
の
深
い
新
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
っ
た
の

で
、
こ
の
方
式
が
功
を
奏
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

年
あ
け
て
二
月
か
ら
は
、
こ
の
方
式
で
や
り
つ
つ
、
再
び
テ
キ
ス
ト
「
ミ
リ
ン
ダ

王
の
問
い
」
に
戻
る
こ
と
に
し
た
。
次
回
、
読
も
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
、
仏

法
（
正
法
）
の
存
続
と
滅
尽
の
問
題
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
仏
教
の
教
義
の

普
遍
性
（
超
歴
史
性
）
と
、
か
た
や
そ
の
歴
史
性
（
時
代
性
）
と
の
相
克
、
矛
盾
が

論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
後
の
正
像
末
の
三
時
史
観
と
の
関
連
性
と
か
、
出
来

事
の
一
回
性
（Einm

aligkeit

）
が
前
提
と
な
り
、
歴
史
と
は
切
り
離
せ
な
い
キ
リ

ス
ト
教
の
教
義
と
の
比
較
も
興
味
深
い
テ
ー
マ
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
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真
宗
史
研
究
会

安
藤　
　

弥

　

今
年
度
は
次
の
と
お
り
、
二
回
の
研
究
会
を
実
施
し
た
。

第
一
回
目
（
通
算
第
四
四
回
）

　
【
日
時
】
八
月
五
日
（
木
）
一
四
時
～
一
六
時

　
【
報
告
者
】
小
泉
義
博
氏

　
【
題
目
】「
本
願
寺
顕
如
に
関
す
る
偽
文
書
」

第
二
回
目
（
通
算
第
四
五
回
）

　
【
日
時
】
二
〇
二
二
年
二
月
三
日
（
木
）
一
五
時
～
一
七
時

　
【
報
告
者
】
芹
口
真
結
子
氏
（
岐
阜
大
学
地
域
科
学
部
助
教
）

　
【
題
目
】「
地
域
社
会
に
お
け
る
宗
名
論
争
の
影
響

�

─
京
都
の
宅
替
手
続
き
を
素
材
に
─
」

　

小
泉
氏
は
、
戦
国
時
代
の
本
願
寺
第
十
一
代
顕
如
に
関
す
る
文
書
群
に
お
い
て
、

偽
文
書
が
か
な
り
見
受
け
ら
れ
る
と
し
、
各
文
書
に
お
け
る
筆
跡
や
花
押
の
形
態
、

文
章
表
現
の
特
徴
、
特
に
石
山
合
戦
期
を
中
心
と
す
る
時
代
背
景
な
ど
を
め
ぐ
る
考

察
を
一
つ
一
つ
提
示
し
た
。
ま
た
、
現
所
蔵
に
至
る
伝
来
経
緯
に
疑
問
符
が
つ
く
文

書
が
あ
る
と
も
指
摘
し
た
。

　

芹
口
氏
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
「
宗
名
論
争
」（
東
西
本
願
寺
等
が
「
一
向
宗
」

で
は
な
く
「
浄
土
真
宗
」
の
公
称
を
主
張
し
、
そ
れ
に
浄
土
宗
が
反
対
し
て
起
こ
っ

た
事
件
）
の
影
響
が
、
特
に
京
都
の
宅
替
手
続
き
と
い
う
場
面
に
お
い
て
、
ど
の
よ

う
に
表
れ
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
関
与
す
る
諸
方
の
認
識
の
相
違
も
あ
り
混
乱

状
況
が
生
じ
た
こ
と
を
実
証
的
に
提
示
し
た
。

　

い
ず
れ
も
コ
ロ
ナ
状
況
下
で
、
第
一
回
目
は
対
面
、
第
二
回
目
は
初
め
て
オ
ン
ラ

イ
ン
で
実
施
し
た
。
次
年
度
も
引
き
続
き
二
回
程
度
、
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
研
究

会
活
動
を
予
定
し
て
い
る
。

「
東
ア
ジ
ア
仏
教
思
想
史
」
研
究
会

市
野　

智
行

開
催
日
：
8
／
18
・
19　

12
／
28
・
29　

3
／
10
・
11

メ
ン
バ
ー
：
市
野
智
行
・
織
田
顕
祐
・
藤
村
潔
・
川
口
淳
・
黒
田
浩
明

　

二
〇
二
一
年
度
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
本
研
究
会
で
は
、開
催
形
式
を
一
度
に
二
日
間
、

午
前
・
午
後
（
全
日
）
の
日
程
に
変
更
す
る
こ
と
で
、
年
間
通
し
て
開
催
日
数
は
少

な
い
も
の
の
集
中
的
に
実
り
あ
る
研
究
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

研
究
会
の
持
ち
方
は
、
曇
鸞
の
『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
註
』（
以
下
、『
浄

土
論
註
』）を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、何
よ
り
も
原
文
を
読
む
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
を
通
し
な
が
ら
、
課
題
の
検
討
・
共
有
を
行
っ

て
い
る
。『
浄
土
論
註
』
の
研
究
は
、こ
れ
ま
で
親
鸞
の
視
点
を
通
し
た
『
浄
土
論
註
』

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
本
研
究
会
で
は
『
浄
土
論
註
』
そ
の
も
の

に
引
用
・
参
照
さ
れ
て
い
る
『
維
摩
経
』『
華
厳
経
』
な
ど
の
思
想
と
の
関
連
性
を

た
ず
ね
、
さ
ら
に
親
鸞
以
前
の
『
浄
土
論
註
』
研
究
と
い
う
点
も
視
野
に
い
れ
て
い

る
。

　

研
究
の
進
捗
状
況
は
、
十
二
月
二
十
九
日
の
研
究
会
を
終
え
た
時
点
で
、『
浄
土

論
註
』
巻
上
の
輪
読
と
検
討
を
終
了
し
、『
浄
土
論
註
』
巻
下
の
検
討
に
入
っ
て
い
る
。

今
後
、
こ
れ
ら
の
研
究
会
の
成
果
は
、
学
会
等
で
発
表
し
、『
浄
土
論
註
』
研
究
の

進
展
に
寄
与
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
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「
近
代
戦
争
下
の
学
術
調
査
と
人
的
交
流
」
研
究
会藤

井
由
紀
子

メ
ン
バ
ー
：
藤
井
由
紀
子
・
中
川
剛
・
花
栄
・
日
比
野
洋
文

　

本
研
究
会
は
、
立
ち
上
げ
当
初
、
日
本
近
代
に
お
け
る
戦
争
と
学
問
と
の
関
係
を

具
体
的
に
考
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
戦
争
下
で
学
術
調
査
に
携
わ
っ
た
研
究
者

た
ち
の
記
録
の
発
掘
と
、
そ
の
調
査
分
析
と
を
主
な
活
動
内
容
と
し
て
い
く
予
定
で

あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
周
知
の
ご
と
く
、
第
五
波
、
第
六
波
と
つ
づ
く
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、
十
分
な
調
査
が
行
え
な
い
状
況
が
現
在
も
続
い
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、本
年
度
は
研
究
会
発
足
の
契
機
と
な
っ
た
西
蔵
寺
蔵
「
小
川
貫
弌
資
料
」

を
見
直
し
、
手
元
に
蓄
積
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
画
像
と
調
査
デ
ー
タ
を
活
か
し
て
、「
コ

ロ
ナ
禍
下
で
の
資
料
共
有
方
法
の
構
築
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
設
け
、
資
料
撮
影
、
画

像
デ
ー
タ
管
理
な
ど
、
メ
ン
バ
ー
が
こ
れ
ま
で
に
携
わ
っ
て
き
た
作
業
を
通
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
意
見
交
換
を
重
ね
、
資
料
公
開
の
方
向
性
に
つ
い
て
模
索
す
る

こ
と
を
行
っ
た
。

　

な
お
、
そ
こ
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
は
『
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第

四
〇
号
に
掲
載
し
て
い
る
。

「
日
本
仏
教
の
成
立
と
展
開
」
研
究
会

　
（
活
動
継
続
中
）

教
行
信
証
学
習
会

吉
田　

暁
正

講
師
：
森
村
森
鳳
（
張　

偉
）
先
生

趣
旨
：
漢
文
と
し
て
『
教
行
信
証
』
を
読
む

会
場
：
同
朋
学
園
Ｄ
ｏ
プ
ラ
ザ
閲
蔵
2
Ｆ　

多
目
的
会
議
室

テ
キ
ス
ト
：
東
本
願
寺
刊
『
真
宗
聖
典
』（
必
要
に
応
じ
て
資
料
配
付
有
）

開
催
日
：
11
／
25　

1
／
20　

2
／
24

＊
以
下
の
日
程
は
、
緊
急
事
態
宣
言
発
出
に
よ
る
対
応
と
し
て
中
止
と
な
っ
た
。

　

5
／
27　

6
／
24　

7
／
29　

9
／
16

　
『
教
行
信
証
』
の
読
解
に
お
い
て
、
親
鸞
が
言
葉
の
中
に
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

確
か
め
る
よ
う
に
学
習
を
進
め
て
い
る
。
特
に
、
親
鸞
の
言
語
表
現
、
文
字
へ
の
厳

密
さ
に
注
目
し
て
読
む
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
表
現
の
中
に
込
め
ら
れ
て
い
る
重
層
的

な
意
味
を
読
み
取
る
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
読
解
を
進
め
て
い
る
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、「
信
巻
」
に
お
け
る
「
王
舎
城
の
悲
劇
」
に
つ
い
て
学
習

を
進
め
て
い
る
。
今
年
度
は
、
開
催
日
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
理
解
を
深
め
て
い
く

上
で
、
参
加
者
か
ら
の
質
問
を
通
し
て
「
仏
陀
」、「
悪
人
」、「
宿
業
」
な
ど
、
重
要

な
用
語
に
つ
い
て
の
確
認
を
行
っ
た
。

　

一
つ
一
つ
の
言
葉
を
丁
寧
に
尋
ね
つ
つ
、
学
習
を
続
け
た
い
。
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二
〇
二
一
年
度
彙
報

《
研
究
所
構
成
メ
ン
バ
ー
》

所　
　
　

長　
　

安
藤 

弥

所　
　
　

員　
　

箕
浦
尚
美
（
人
文
学
科
）　

岩
瀬
真
寿
美
（
社
会
福
祉
学
科
）

　
　
　
　
　
　
　

北
島
信
子
（
社
会
福
祉
学
科
）

所
員
・
幹
事　
　

市
野
智
行
（
仏
教
学
科
）

研
究
顧
問　
　
　

小
山
正
文　

小
島
惠
昭　

蒲
池
勢
至　

玉
井 

威

所
員
（
非
常
勤
）
千
枝
大
志　

川
口 

淳

客
員
所
員　
　
　

青
木 

馨　

飯
田
真
宏　

塩
谷
菊
美　

大
山
誠
一　

大
艸 

啓

　
　
　
　
　
　
　

岡
村
喜
史　

花　

栄　

北
畠
知
量　

ギ
ャ
ナ
・
ラ
ト
ナ

　
　
　
　
　
　
　

黒
田
龍
二　

嘉
木
揚
凱
朝　

脊
古
真
哉　

新
野
和
暢　

武
田 

龍

　
　
　
　
　
　
　

服
部 

仁　

藤
井
由
紀
子　

藤
村 

潔　

ブ
レ
ニ
ナ
・
ユ
リ
ア

　
　
　
　
　
　
　

松
金
直
美　

松
山 

大　

吉
田
暁
正　

吉
田
一
彦

客
員
研
究
員　
　

老
泉 

量　

川
村
伸
寛　

周　

夏　

高
木
祐
紀　

中
川 

剛

　
　
　
　
　
　
　

日
比
野
洋
文

特
別
研
究
員　
　

木
全
琢
麿　

小
谷
峻
示

《
所
員
会
議
》

　

4
／
20　

5
／
18　

6
／
15　

7
／
20　

9
／
14　

10
／
26

　

11
／
9　

12
／
7　

1
／
18　

2
／
14

《
公
開
講
座
等
》

・
現
地
で
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー 

…　

前
期
・
後
期
と
も
今
年
度
は
中
止

《
ギ
ャ
ラ
リ
ー
史
料
展
示
》（
会
場
＝
Ｄ
Ｏ
プ
ラ
ザ
閲
蔵
一
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｄ
Ｏ
）

・
前
期
（
6
／
18
～
7
／
2
）　
〔
担
当
〕
安
藤
弥

　
「
三
河
大
浜
騒
動
一
五
〇
年
」

　

※
オ
ン
ラ
イ
ン
展
示
解
説
（
本
編
・
特
別
編
）
も
リ
リ
ー
ス

・
後
期
（
11
／
19
～
12
／
3
）　
〔
担
当
〕
安
藤
弥

　
「
真
宗
寺
院
の
聖
徳
太
子
絵
伝
─
《
聖
徳
太
子
》
一
千
四
百
五
十
年
忌
記
念
─
」

→
今
年
度
も
コ
ロ
ナ
状
況
下
、
前
期
は
学
内
関
係
者
の
み
の
観
覧
制
限
と
な
っ
た
た

め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
展
示
解
説
を
併
せ
て
実
施
。
後
期
は
事
前
申
し
込
み
制
で
学
外

観
覧
者
の
受
け
入
れ
を
実
施
し
た
（
オ
ン
ラ
イ
ン
展
示
解
説
は
不
作
成
）。
い
ず

れ
も
学
芸
員
課
程
履
修
学
生
・
教
員
の
協
力
を
得
た
。

《
史
料
調
査
活
動
》

・
真
宗
寺
院
史
料
調
査

　

7
／
16
～
18　

本
誓
寺
（
真
宗
大
谷
派
・
岩
手
県
盛
岡
市
）
＊
継
続
調
査

　

8
／
1　

福
念
寺
（
真
宗
大
谷
派
・
愛
知
県
豊
田
市
）
＊
予
備
調
査

　

9
／
17　

浄
明
寺
・
善
徳
寺
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
・
岐
阜
県
瑞
穂
市
）

　

10
／
25　

唯
法
寺
（
真
宗
大
谷
派
・
愛
知
県
西
尾
市
）

　

11
／
29　

浄
林
寺
（
真
宗
大
谷
派
・
岐
阜
県
垂
井
町
）

　

12
／
14　

一
乗
寺
（
真
宗
興
正
派
・
愛
知
県
幸
田
町
）

　

2
／
1　

真
宗
高
田
派
名
古
屋
別
院
（
真
宗
高
田
派
・
名
古
屋
市
）

・
寄
託
史
料
の
整
理
調
査
（
養
念
寺
ほ
か
）

・
学
園
史
関
係
資
料
の
再
確
認

《
特
別
活
動
・
備
考
》

・
初
期
真
宗
研
究
会
の
開
催
（
11
／
3　

12
／
22　

3
／
17
）

・
研
究
所
所
蔵
フ
ィ
ル
ム
史
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業

・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
関
連
実
習

・
く
ず
し
字
解
読
学
習
会
の
実
施
（
学
芸
員
課
程
履
修
学
生
希
望
者
対
象
）

・
展
示
ケ
ー
ス
の
再
整
備

・
随
時
、
研
究
所
へ
の
学
術
的
来
訪
・
打
診
へ
対
応


